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梅雨前のひと時の過ごしやすい季
節になると思いきや，もう真夏日が
発生するという相変わらずのジェッ
トコースターの様な気象気温変動が
起こり，体調が付いていけない状況
になってきております。
さて今回の特集テーマは「インフ
ラ」ということで，現在は，保守管
理維持が注目され，どの様にして今
の既存のインフラを適切に管理して
いくかが，ここ最近の大きなニュー
スからも叫ばれてきて話題となって
おります。
ただそういう時勢ではあります
が，今回は敢えて，今後新たに取組
むことが注目されている「インフラ」
を中心に取り上げることにしまし
た。
しかしそれでも「インフラ」とい
うことだけでは施工・技術分野も広
く，また本誌の最近の特集テーマと
も重複しない様にするため技術報文
で取り上げる分野を絞ることにしま
した。
最初の巻頭言では，東大教授の家
田先生に日本の今後の「インフラ」
に対して新たな提言をいただきまし
た。また行政情報では，日本の今後

の「インフラ」の骨幹となる方向性
を示すものである「国土強靭化基本
計画」を内閣官房で執筆していただ
きました。
そして，今回の特集テーマで絞り
込んだ技術報文の「インフラ」の分
野として「道路，共同溝，発電（メ
ガソーラ，海上風力）を取上げてお
ります。
まず，道路については，2020 年
の東京オリンピック開催も決まりそ
の注目される首都圏の道路網である
「首都高」「外環道」「東関道」「圏央
道」の工事状況と地方では「中日本
道」を取上げました。また，共同溝
では大阪市の中心部である「御堂筋
共同溝」を取上げました。
発電では，今後各地区の遊休地等
の有効利用で注目され施工される
「メガソーラ」ですが，ここでは近
未来的な「月面のメガソーラ」の構
想を取上げ，風力では日本でも実証
研究が始まった「洋上風力発電」を
取上げ，方式としては，浅瀬での着
床式と沖での浮体式を取上げており
ます。
最後になりますが，今回執筆して
いただいた皆様には，お忙しい中，
ご協力いただき，改めて御礼申し上
げます。
… （立石・石倉）

7 月号「維持管理・長寿命化・リニューアル特集」予告
・今後の社会資本の維持管理・更新のあり方
・首都高速道路の更新計画
・老朽化した吹付のり面の補修補強技術　ニューレスプ工法
・水頭差を利用した移動式排砂工法　矢作ダム実証実験
・青森県における橋梁アセットマネジメントシステムによる維持管理の実績
・橋梁定期点検における近接目視点検代替え技術の開発
・赤外線熱計測による道路構造物の損傷調査
・走行型 3次元路面下診断システムの概要GIMS-K
・地際腐食の非接触・非破壊検査システム　バウンダリーチェッカー
・ウォータージェットロボットによる床版端部の補修工法
・橋梁端部の狭隘部床版下面に適用することを目的とした電気防食工法
・ガードレール塗装工における機械化の紹介　ガードレールリフレッシュシステム
・亜硝酸リチウム水溶液を用いた新しい PCグラウト充てん不足部の補修工法
・既設側溝のリニューアル工法　W2R 工法
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